
 

第２回検討会について 

 
１. これまでの経過 

被害の発生を前提とし先を見越した対応を目的とした小城市タイムラインの作

成にむけて、次の通り検討、情報共有を行ってきた。 

 

【第１回小城市研修会】(平成 26年 11月 17日) 

・事前防災行動の抽出、結果の共有 

・所要時間の算出（研修会後） 

＜小城市タイムライン（1次案）の作成＞ 

 

 

【第１回検討会】(平成 26年 12月 25日) 

・研修会の結果報告 

・タイムラインへの意見、助言（検討会参加機関） 

  (1)シナリオの変更 

  (2)表記の変更 

  (3)表現の見直し、事前防災行動の階層化 

  (4)関係機関の事前行動の追加 

＜小城市タイムライン（２次案）の作成＞ 

 

 

【第２回小城市研修会】(平成 27年 1月 28日) 

・小城市タイムライン（2次案）の確認 

・土砂災害、高潮災害への適用に向けた留意点の抽出 

 

 

【第２回検討会】(平成 27 年 2 月 25日) 

 ・小城市洪水版タイムライン（Ｈ26年度版）の確認 

        (1)関係機関の行動項目の確認 

        (2)他自治体への適用について 

(3)次年度に向けた要望について 
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２. 第２回検討会スケジュール 

時間 
所要

時間 
実施内容 備考 

10:00 ～ 10:05 ５ 
開会 

開催の挨拶 
武雄河川事務所 

10:05 ～ 10:30 25 

報告事項 

 (１)これまでの経過 

 (２)検討会スケジュール 

 (３)第１回検討会の報告 

 (４)第２回小城市研修会の報告 

説明 

（事務局） 

（小城市） 

10:30 ～ 11：45 75 

議事 

 小城市洪水版タイムライン（平成 26年度版） 

について 討議 

 (１)関係機関の行動項目の確認 

 (２)他自治体への適用について 

  ・その他災害への適用 

  ・洪水版の普及 

  ・次年度に向けた要望について 

討議 
（学識経験者，自治体
（小城市、多久市、武
雄市、白石町、江北
町、大町町），佐賀
県，佐賀地方気象台，
佐賀県警察署，NHK佐
賀放送局，㈱ケーブル
ワン，㈱多久ケーブル
メディア，九州防災エ
キスパート会，武雄河
川事務所） 

11:55 ～ 12：00 ５ 

その他 
説明 

（事務局） 

閉会の挨拶 

閉会 
武雄河川事務所 
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３. 検討会の構成メンバー 

＜検討会メンバー＞ 

検討会委員 

学識者 荒牧軍治佐賀大学名誉教授 
渡邊訓甫佐賀大学名誉教授 
北川慶子聖徳大学教授 
大串浩一郎佐賀大学教授 

小城市 総務課長 
多久市 防災安全課長 
武雄市 安全安心課長 
大町町 総務課長 
江北町 総務企画課長 
白石町 総務課長 
佐賀県 河川砂防課副課長 

道路課技術監 
消防防災課副課長 
農山漁村課技術監 
危機管理・広報課参事 

佐賀県警 警備第二課長 
日本放送協会佐賀放送局 放送部長 
（株）ケーブルワン クリエイティブ事業部長 
（株）多久ケーブルメディア 技術営業部次長 
九州防災エキスパート会 佐賀地区リーダー 
NPO法人技術交流フォーラム 防災部会長 
陸上自衛隊 第４特科連隊連絡幹部 
西日本高速道路（株）九州支社 佐賀高速道路事務所副所長 
九州電力（株）佐賀支社 総務グループ 副長 

計画管理グループ 
西日本電信電話（株）佐賀支店 サービス運営・災害対策担当課長 
佐賀ガス（株） 供給部次長 
（一社）佐賀県ＬＰガス協会 課長 
佐賀東部水道企業団 水道技術管理者 
ＪＲ九州 佐賀鉄道部 助役 
唐津海上保安部 警備救難課長 
国土交通省 筑後川河川事務所副所長 

佐賀国道事務所副所長 
武雄河川事務所長 
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オブザーバー 
佐賀市 消防防災課長 
唐津市 危機管理防災課長 
伊万里市 土木管理課長 
鹿島市 総務課長 
神埼市 防災危機管理課長 
嬉野市 総務課長 
みやき町 総務課長 
上峰町 総務課長 
吉野ヶ里町 総務課長 
有田町 総務課長 
玄海町 総務課長 
太良町 総務課長 
佐賀地方気象台 水害対策気象官 
事務局 
国土交通省 武雄河川事務所 
小城市  総務課 

パシフィックコンサルタンツ（株）  
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